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要  約 

 
セサミン及びセサモリンを関与成分とし、「LDL コレステロールを減らすの

を助ける」旨を特定の保健の用途とする食用調理油である「健やかごま油」につ

いて、申請者作成の資料を用いて食品健康影響評価を実施した。 

 
本食品１日当たりの摂取目安量 14 g に含まれる関与成分は、セサミン 77.8 

mg 及びセサモリン 28.7 mg である。 

 
本食品の評価では、食経験、in vitro 試験及び動物を用いた in vivo 試験（遺

伝毒性試験及び反復投与試験）、ヒト試験（BMI18 以上 25 以下の健常者を対

象とした単回摂取試験、LDL コレステロール 120～160 mg/dL の人を対象とし

た 12 週間連続摂取試験並びに LDL コレステロール 120 mg/dL 未満及び LDL
コレステロール 120～160 mg/dL の人を対象とした 4 週間連続 3 倍過剰摂取試

験）、その他の試験等を用いた。 

 
上記試験結果等を用いて評価した結果、本食品の一日摂取目安量における十

分な食経験は認められなかったが、安全性に懸念を生じさせる毒性影響や問題

となる臨床検査値の変動及び有害事象は認められなかったことから、「健やかご

ま油」については、提出された資料に基づく限りにおいて安全性に問題はないと

判断した。 

 
ただし、医薬品全般を対象とする必要はないものの、薬物相互作用が否定で

きない抗凝固薬（ワルファリン等）については、服用者及び医療従事者への情報

提供のための注意喚起表示が必要である。加えて、12 週間連続摂取試験におい

て、摂取前と比べて 12 週目における 1 日当たりのエネルギー摂取量の増加が認

められていることから、過剰摂取を避けるためのより明確な注意喚起表示が必

要である。  
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Ⅰ．評価対象品目の概要 

１．製品 

（１）商 品 名：健やかごま油 

（申請者：かどや製油株式会社） 

（２）食 品 の 種 類：食用調理油 

（３）関 与 成 分：セサミン 77.8 mg 及びセサモリン 28.7 mg 
（４）一日摂取目安量：大さじ 1 杯（14 g） 

（５）特定の保健の用途：LDL コレステロールを減らすのを助ける 

 
２．関与成分 

本食品の関与成分は、セサミン及びセサモリンであるとされており、本食品

のリグナンの約 97%を占めている（参照 1）。いずれも 3,7-ジオキシフェニル

環及びメチレンジオキシフェニル基を持つ化学構造をしており、セサモリン

はセサミンの一方のフェニル基がアセタール酸素で結合している（図１）（参

照 2、3）。 

 

（図１） 

 
３．作用機序等 

（１）作用機序 

ラットを用いた in vivo 試験において、セサミン及びセサモリンが、脂肪

酸のβ酸化に関わる酵素の活性及び遺伝子発現量を亢進すること、脂質生

合成に関わる酵素の活性及び遺伝子発現量を抑制すること並びにコレステ

ロール生合成に関わる酵素の遺伝子発現量を抑制することが示されている

（参照 4～7）。 
また、ラットにセサミンを胃管投与した試験において、リンパのコレステ

ロール吸収が抑制され、糞中コレステロール排泄が増加することが示され

ている（参照 8）。 
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なお、食事又は食用油中の飽和脂肪酸を不飽和脂肪酸に置き換える介入

試験において、不飽和脂肪酸が LDL コレステロールを低減することを示す

報告があるが（参照 9、10）、本食品を用いた有効性確認試験（参照 11）
において、本食品及び対照食の不飽和脂肪酸の含有割合は同等であること

から、申請者は、本食品摂取による LDL コレステロール低減効果は、不飽

和脂肪酸ではなくセサミン及びセサモリンに起因すると考察している。 
以上のことから、申請者は、セサミン及びセサモリンは、脂肪酸分解の亢

進、脂質生合成の抑制、コレステロール産生の抑制並びにコレステロールの

リンパへの吸収抑制及び糞中への排泄促進により、LDL コレステロールを

減らすとしている。 

 
（２）体内動態 

本食品を用いたヒト試験において、セサミン及びセサモリンのフリー体

（遊離体）並びに総量（グルクロン酸抱合体及び硫酸抱合体含む。）の血中

濃度が測定された。その結果、セサミンの血中濃度は、摂取 1 時間後にフリ

ー体及び総量のいずれも最大となり、摂取 24 時間後にフリー体は消失し、

総量もほぼ消失することが示されている。セサモリンの血中濃度は、摂取 3
時間後にフリー体及び総量のいずれも最大となり、摂取 24 時間後にフリー

体は Cmax の約 14%に、総量は Cmax の約 15%に低下することが示されて

いる（参照 12)。 

なお、ゴマ、セサミン、セサモリン等を被験物質とし、ラットを用いた in 
vivo 試験において、血清及び肝臓中にセサミン又はセサモリンが検出され

ること（参照 5、6）、血清及び他器官（肺、心臓、腎臓及び脳）のセサミ

ン濃度は投与 6 時間後で最大となり 24 時間後に消失すること（参照 13）、
糞便中にセサモリン及びその代謝物1が排出されることが示されている。な

お、セサモリンの代謝物は、血清や大腸等の器官においてグルクロン酸抱合

体及び硫酸抱合体として存在する（参照 14）。 

 
Ⅱ．安全性に係る試験等の概要 

１．食経験 

  セサミン及びセサモリンは、市販のごま油やゴマを原料とする食品（粒ゴマ、

すりゴマ、練りゴマ、ごま豆腐等）から日常的に摂取されている。ごま油を含

む植物性油脂の 1 人 1 日当たりの平均摂取量は 8.4 g（標準偏差±8.2）であ

り2、植物性油脂を本食品に置き換えて摂取した場合の 1 日当たり摂取量は、

                                            
1 セサモール及びセサモリノール 
2 平成 27 年国民健康・栄養調査報告（厚生労働省） 
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セサミン 46.7 mg（標準偏差 ±45.6）、セサモリン 17.2 mg（標準偏差 ±16.8）
と推定されている。 
ごま油の年間消費量（2016 年）は、日本 4 万トン、中国 27 万トン、韓国 2

万トン及びミャンマー12 万トンであり（参照 15）、各国の人口から、1 人 1
日当たりの消費量は 0.4～6.7g と推定されている。 
首都圏における植物油の使用実態調査（2015 年度）では、ごま油を利用し

ている人の割合は 80%を超え（参照 16）、また、2008 年 4 月~2017 年 3 月

に実施された調査では、ごま油 400 g を使い切るまでの平均使用回数は 29.5
回、多く使用する世帯では 10 回未満と示されている（参照 17）。申請者は、

調査対象の平均世帯数を 3 人とした場合、ごま油の使用量は 1 人 1 回（調理）

平均で 4.5 g、多く使用する世帯では 10g 以上と推定している。 
なお、申請者は、1858 年からごま油を製造しており、2001 年から 2014 年

までの国内における家庭用純正ごま油の販売数量は、年間平均約 3,476 万本

（200 g 容量換算）であり、この期間に因果関係が明らかな健康被害はないと

している（参照 18）。 

 
２．in vitro 及び動物を用いた in vivo 試験 

（１）遺伝毒性試験 

      セサミン、セサモリン又はゴマ油不けん化物3を被験物質とした in vitro 
及び in vivo 試験の概要は、表 1 のとおりであった。 

 
表 1 遺伝毒性試験概要 

試験 対象 被験物質 処理濃度・投与量 結果 参照 

in 

vitro 

復帰突
然変異
試験 

S. typhimurium 
(TA98, TA100, 
TA1535, TA1537) 
E. coli (WP2 uvrA) 

セサミン 0.5、1.25、2.5、
3.75、5 mg/plate 
(+/‒ S9) 

陰性 19 

S. typhimurium 
(TA98, TA100, 
TA1535, TA1537) 
E. coli (WP2 uvrA) 

ゴマ油不け
ん化物 

最高濃度 5mg/plate
まで (+/‒ S9) 

TA98、
TA1537 
陽性 

 (+ S9) 

20 

S. typhimurium 
(TA98, TA100、
TA1535, TA1537) 
E. coli (WP2 uvrA) 

セサモリン 0.156、0.313、0.625、
1.25、2.5、5 mg/plate 
(+/‒S9、48 時間) 

陰性 21 

染色体 
異常 
試験 

チャイニーズハムスタ
ー肺由来細胞
（CHL/IU） 

セサミン 0.025、0.05、0.1、0.2 
mg/mL (+/‒ S9; 6 時
間、-S9; 24 時間) 

陽性 
(+S9、6
時間) 

19 

                                            
3 評価書に記載のゴマ油不けん化物はすべて、セサモリンを主成分とする既存添加物を示す。 
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試験 対象 被験物質 処理濃度・投与量 結果 参照 
チャイニーズハムスタ
ー肺由来細胞(CHL/IU) 

ゴマ油不け
ん化物 

1.7、2、2.4、2.5、2.6 
mg/mL(- S9) 

陽性 
(+/‒

S9、短
時間) 

20 

1.536 、 1.92 、 2.4 
mg/mL (+ S9) 

チャイニーズハムスタ
ー肺由来細胞(CHL/IU) 
 

セサモリン 
 

0.0926、0.185、0.37 
mg/mL (+/‒ S9;6 時
間) 

陰性 
 

22 

0.0389、0.0463、
0.0551、0.0655、
0.0779、0.0926 
mg/mL (‒ S9; 24 時
間) 

陰性 

ヒトリンパ芽球様培養
細胞 (TK6) 
 

ゴマ油不け
ん化物 
 

最高濃度 0.07 mg/mL
まで (‒ S9; 4 時間)、 

陰性 20 

最高濃度
0.075mg/mL まで 
（-S9;24 時間) 

最高濃度 0.095 
mg/mL まで (+ S9; 
4、24 時間) 

in 

vivo 

小核 
試験 

ICR マウス（骨髄細
胞）（一群雄各 6 匹） 

セサミン 500 、 1,000 、 2,000 
mg/kg 体重（24 時間
間隔で 2 回強制経口
投与） 

陰性 19 

BDF1マウス（骨髄細
胞）（一群雄各 5 匹） 

ゴマ油不け
ん化物 

500 、 1,000 、 2,000 
mg/kg 体重（24 時間
間隔で 2 回強制経口
投与） 

陰性 20 

遺伝子 
突然変
異試験 
 

トランスジェニックマ
ウス（Big BlueⓇ）
（肝臓、腎臓）（一群
雄各 5 匹） 

ゴマ油不け
ん化物 

500、1,000 mg/kg（28
日間反復強制経口投
与） 

陰性 20 

コメッ
ト試験 

SD ラット（肝臓）
（一群雄各 6 匹） 

セサミン 500 、 1,000 、 2,000 
mg/kg 体重（24 時間
間隔で 2 回強制経口
投与） 

陰性 19 

 
（２）反復投与試験   

① 14 日間混餌投与試験（ラット）：セサモリン 

SD ラット（一群雄各 5 匹）にセサモリンを 1％添加飼料として 14 日間

混餌投与試験が実施されている。 
その結果、摂餌量、体重及び腎臓の重量に異常は認められていない。セサ

モリン混餌投与群の肝臓の絶対重量は、対照群と比べて有意に高値を示し

ているが、病理組織学的検査において特記すべき変化は認められていない

（参照 14）。 
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 ② 16 日間混餌投与試験（ラット）：ゴマ 

 SD ラット（一群雄各 7-8 匹）に一般的な栽培ゴマ（Masekin）又はセサ

ミン及びセサモリンをより多く含む強化ゴマ（0730 又は 0732 系統）を 200 
g/kg 添加飼料として 16 日間混餌投与試験が実施されている。 
その結果、摂餌量及び成長に異常は認められていない。強化ゴマ混餌投与

群の肝臓の絶対重量及びリン脂質濃度は、対照群及び栽培ゴマ投与群と比

べて有意に高値を示しているが、これは細胞内小器官（ミトコンドリア、ペ

ルオキシソーム等）が増殖したためと考察されている（参照 7）。 
 

③ 4 週間混餌投与試験（ラット）：セサミン 

Wistar ラット（一群雄各 6-7 匹）にセサミンを 0.5%添加飼料として 4 週

間混餌投与試験が実施されている。 
その結果、セサミン混餌投与群の肝臓の相対重量及びリン脂質濃度は、対

照群と比べて有意に高値を示しているが、血清中の GOT 及び GPT 活性に

変動は認められていない。ヘマトキシリン・エオシン染色による組織学的検

査において、肝臓に特異的な組織学的変化は認められず、脂肪変性も認めら

れないと示されている（参照 8）。 
 

④ 91 日以上強制経口投与試験（ラット）：健やかごま油 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた本食品の強制経口投与（0（対照

群）、500、1,000 又は 2,000 mg/kg 体重/日）による 91 日以上（雄 91 日、

雌 92 日）経口投与試験が実施された。 
その結果、全ての群で投与期間中に死亡例は認められなかった。 
体重は、雌の 2,000 mg/kg 体重/日投与群の 4～6 週及び 9～13 週間にお

いて、対照群と比べて有意に低かった。摂餌量では、雌の全投与群において、

投与期間にわたり対照群と比べて有意に低値が散見された。 
摂水量では、雌雄の 1,000 及び 2,000 mg/kg 体重/日投与群において、投

与期間にわたり対照群と比べて有意に高値が散見された。 
血液学的検査及び血液生化学的検査では、雄の 1,000mg/kg 体重/日投与

群において、対照群と比べて赤血球数が有意に低く、TG が有意に高かった。 
尿検査では、雌の 2,000mg/kg 体重/日投与群において、尿中ナトリウム

が対照群と比べて有意に低かった。 
器官重量では、雌の 1,000mg/kg 体重/日投与群において、脾臓の絶対重

量が対照群と比べて有意に低かった。 
病理組織学的検査において、各投与群で認められた所見は、いずれも対照

群と比較してその発生頻度に有意な差は認められなかった（参照 23）。 
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⑤ 90 日間強制経口投与試験（ラット）：ゴマ油不けん化物 

F344/DuCrj ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いたゴマ油不けん化物の強

制経口投与（0（対照群）、100、300 又は 1,000 mg/kg 体重/日）による、

90 日間反復経口投与試験が実施されている。 
その結果、死亡例はなく、一般状態、体重及び摂餌量に異常は認められて

いない。尿検査、眼科学的検査、血液検査及び病理組織学的検査において、

被験物質に起因すると考えられる変化は認められていない。 
血液生化学的検査において、雄の 1,000 mg/kg 体重/日投与群で総コレス

テロール濃度及び A/G 比の増大が、雌の同投与群でγ-GTP 活性の上昇が

認められている。雌の 300 mg/kg 体重/日投与群において肝臓の相対重量の

増加が、雌雄の 1,000 mg/kg 体重/日投与群において肝臓の絶対及び相対重

量の増加が認められているが、病理組織学的検査において肝細胞の肥大は

認められず、脂肪化を示す空胞化の増強が認められていないこと及び肝機

能に関連する血液生化学的検査結果に変化が認められなかったことから、

偶発的な有意差と考察されている（参照 20）。 

 

３．ヒト試験 

（１）単回摂取試験（対象者：BMI18 以上 25 以下の健常者）：健やかごま油 

健常成人男性 7 名を対象に、本食品 14 g を単回摂取させるオープン試験       

が実施された。 

その結果、生化学的検査では、摂取前と比べ、摂取 24 時間後での総ビリ

ルビン濃度、中性脂肪濃度及び血糖値は有意に高値を示し、LD 及び尿素窒

素濃度は有意に低値を示した。また、血液学的検査では、白血球数が有意に

減少したが、これら血液生化学的検査における変動はいずれも試験責任医

師により臨床上問題となるものでないと判断されている。なお、有害事象

は認められなかった（参照 12）。 

 

（２）12 週間連続摂取試験（対象者：LDL コレステロール 120～160 mg/dL の

人）：健やかごま油 

① 14 及び 10 g/日摂取試験 

血清コレステロールが高めの成人男女（LDL コレステロール 120～160 
mg/dL を満たす人を選択し、総コレステロール 200～240 mg/dL を満たす

人を中心として基準外値の人も含む。）108 名を対象に、1 日に本食品を 14 
g（高用量）、10 g （低用量）又は対照食（大豆油及び菜種油）を 14 g、12
週間摂取させるランダム化二重盲検並行群間比較試験が実施された。なお、

各群 36 名のうち、脱落者等を除く試験完了被験者は、高用量群 34 名、低
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用量群 35 名、対照食群 34 名であった。高用量群の 12 週目の LDL コレス

テロール及び総コレステロールについて、対照食群と比べて有意な低値が

示された。 
試験期間にわたり、摂取前と比べて、高用量群及び対照食群の収縮期血圧

及び拡張期血圧は有意な低値を、低用量群の脈拍数は有意な低値を示した。 
血液学検査、血液生化学検査及び尿検査では、摂取前と比べて有意な変動

が散見されたが、いずれも基準範囲内又は軽微な変動であった。 
栄養調査では、摂取前と比べてエネルギー摂取量の変動は認められなか

った。 
有害事象として、低用量群で軽度の下痢、対照食群で胃部不快感が認めら

れ、被験食との因果関係の可能性が考えられたが、いずれも軽症及び一過性

であることから、臨床上問題となるものではないとされた。また、低用量群

で尿潜血が認められたが、一過性ですみやかに改善しているため、本食品と

の因果関係は「なし」と試験責任医師により判断された（参照 24）。 

 
② 14 g/日摂取試験 

血清コレステロール値が高めの成人男女（LDL コレステロール 120～160 
mg/dL を満たす人を選択し、総コレステロール 200～240 mg/dL を満たす

人を中心として基準外値の人も含む。）100 名を対象に、本食品又は対照食

（大豆油及び菜種油）を 1 日 14 g、12 週間摂取させるランダム化二重盲検

並行群間比較試験が実施された。なお、脱落者等を除く試験完了被験者は、

本食品群 43 名、対照食群 41 名であった。その結果、本食品群の 12 週目の

LDL コレステロール及び総コレステロールについて、対照食群と比べて有

意な低値が示された。 
本食品群の 8 週目の拡張期血圧及び脈拍数は、摂取前と比べて有意な低

値を示した。 
血液学検査、血液生化学検査及び尿検査では、摂取前と比べて有意な変動

が散見されたが、いずれも軽微な変動であった。 
栄養調査では、本食品群の 12 週目の 1 日当たりのエネルギー摂取量が、

摂取前と比べて約 100 kcal の増加が認められた。12 週目における 1 日当た

りのエネルギー平均摂取量は日本人（身体活動レベルⅡ、30～49 歳）の 1
日推定エネルギー必要量の範囲内であること、またエネルギー摂取量と体

重の変化量について相関を確認したところ、対照食群でわずかに正の相関

が認められたが、本食品群で相関関係は認められていないことから、申請者

は、体重への影響は少ないものと考察している。 
有害事象として、本食品群で 34 件、対照食群で 37 件認められたが、胸
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やけ（本食品群）について試験食との因果関係は「多分なし」、その他の事

象は「なし」と試験責任医師により判断された（参照 11）。 

 
（３）4 週間連続 3 倍過剰摂取試験（対象者：LDL コレステロール 120 mg/dL

未満及び 120～160 mg/dL の人）：健やかごま油 

血清コレステロール値が正常（LDL コレステロール 120 mg/dL 未満）及

び高め（LDL コレステロール 120～160 mg/dL）である 22 名を対象に、本

食品を 1 日 42 g、4 週間摂取させるオープン試験が実施された。なお、脱

落者を除く試験完了被験者は 21 名であった。 
その結果、血液学検査、血液生化学検査及び尿検査では、摂取前と比べて

有意な変動が散見されたが、いずれも基準範囲内の変動であった。 
栄養調査では、2 及び 4 週目のエネルギー及び脂質の摂取量が、摂取前と

比べて有意に高値を示したが、本食品の摂取によるものと考察された。 
有害事象として、感冒等が 8 名で 13 件認められたが、いずれも軽度であ

り、本食品との因果関係は「なし」と試験責任医師により判断された（参照

25）。 

 
４．その他 

（１）品質管理について 

 本食品の原料ゴマ種子は、栽培種として用いられている Sesamum 
indicum L.であり（参照 26）、申請者が定める原料規格を満たすものを使

用することとしている。 

 
（２）過敏症及びアレルギーについて  

ゴマ摂取に伴う過敏症について、特に喘息の既往歴がある場合又はアナ

フィラキシーの場合に、注意が必要とされている。また、アトピー性皮膚炎

患児 126 名（日本）において、ゴマアレルギーの陽性率が高いことが報告

されている（参照 27）。 
なお、ごま油を含む加工品は表示推奨対象となっている4。申請者は、本

食品の摂取をする上での注意事項として「ごまの摂取による過敏症の報告

があります。特に喘息の既往歴のある方は医師にご相談ください。」と表示

することとしている。 

 

                                            
4 食品表示基準について（平成 27 年 3 月 30 日消食表第 139 号） 
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（３）プロオキシダント作用について 

セサモール 0.5mM 以上を用いた in vivo 試験において、プロオキシダ 
ント作用が示されている（参照 28）が、申請者は、一日摂取目安量の範囲

では、本食品がプロオキシダント作用を示す可能性は低いと考察している。 
ただし、本食品の過剰摂取を避けるために、本食品の摂取をする上での注

意事項として「多量摂取により疾病が治癒したり、より健康が増進するもの

ではありません。」と表示することとしている。 

 
（４）ホルモン様作用について 

閉経後の健常女性を対象に、ゴマ種子粉末 50 g/日の 5 週間連続摂取試験

が行われている。摂取 5 週目におけるエストラジオール等の血清中エストロ

ゲンは、摂取前と比べて有意な変化は示されていない（参照 29）。 

 

（５）医薬品と本食品を併用した際の影響について 

セサミン存在下のヒト肝ミクロソームにおいて、ワルファリンの代謝物

である 7-水酸化体の形成が抑制されている（参照 30）。また、ビタミン K
はワルファリンの抗凝血作用を減弱することが知られているが、セサミン

をラットに混餌投与した試験において、フィロキノン（ビタミン K1）及び

メナキノン 4（ビタミン K2）濃度が、種々の組織において上昇することが

示されている（参照 31）。セサミンが薬物相互作用を生じる可能性を示し

ていることから、申請者は、本食品の摂取をする上での注意事項として「医

薬品を服用されている方やワルファリンなどの抗血栓薬を服用している方

は、医師等にご相談ください。」と表示することとしている。 
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Ⅲ．食品健康影響評価 

参照に挙げた資料を用いて、「健やかごま油」としての食品健康影響評価を

行った。 

 
本食品は、セサミン及びセサモリンを添加したものではなく、その含量等を

含めて内容物の規格を設定し、管理したごま油である。通常使用する食用油を

本食品に置き換えて摂取することを想定しているが、本食品の一日摂取目安

量は、ごま油を含む植物性油脂の平均摂取量を超えることから、一日摂取目安

量での十分な食経験があるとは認められなかった。 

 
セサミン、セサモリン又はゴマ油不けん化物を被験物質とした遺伝毒性試

験の結果、一部の in vitro 試験で陽性反応が示されているが in vivo 試験でい

ずれも陰性であったこと、その化学構造からセサミン及びセサモリン並びに

その代謝物が DNA と反応することは考えにくいことから、生体にとって問題

となる遺伝毒性は認められないと判断した。 

 
セサモリン、ゴマ又はゴマ油不けん化物を被験物質とし、ラットを用いた反

復投与試験において、対照群と比べて肝重量の有意な高値が認められたが、組

織学的検査等において問題となる所見は認められていないことから、毒性影

響ではないと判断した。 
また、本食品は、一日摂取目安量での十分な食経験があるとは認められない

ことから、本食品を被験物質とし、ラットを用いた 91 日以上強制経口投与試

験が実施された。その結果、体重、摂餌量、摂水量等において高投与群による

影響が認められたものの、毒性影響とは考えられないと判断した。 

 
本食品を用いたヒト試験（BMI18 以上 25 以下の健常者を対象とした単回

摂取試験、LDL コレステロール 120～160mg/dL の人を対象とした 12 週間連

続摂取試験並びに LDL コレステロール 120mg/dL 未満及び 120～160mg/dL
の人を対象とした 4 週間連続 3 倍過剰摂取試験）において、問題となる結果

は認められなかった。 

 
上記試験結果等を用いて評価した結果、「健やかごま油」については、提出

された資料に基づく限りにおいて安全性に問題はないと判断した。 
ただし、医薬品全般を対象とする必要はないものの、薬物相互作用が否定で

きない抗凝固薬（ワルファリン等）については、服用者及び医療従事者への情

報提供のための注意喚起表示が必要である。加えて、12 週間連続摂取試験に
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おいて、摂取前と比べて 12 週目における 1 日当たりのエネルギー摂取量の増

加が認められていることから、過剰摂取を避けるためのより明確な注意喚起

表示が必要である。 
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＜別紙：検査値等略称＞ 

略称 名称 

A/G 比 アルブミン/グロブリン比 

BMI Body Mass Index（体格指数）：体重(kg) ÷ 身長(m) 2 

Cmax 最高血中濃度 

GOT（AST）  グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ 
[=AST：アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ] 

GPT（ALT） グルタミン酸ピルビン酸トランスフェラーゼ 
[=ALT：アラニンアミノトランスフェラーゼ] 

γ-GTP γ-グルタミルトランスペプチターゼ 

LD 乳酸脱水素酵素 

LDL 低比重リポタンパク 

TG トリアシルグリセロール（トリグリセリド） 
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